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紅
葉
に
包
ま
れ
た
伊
那
谷
。
今

回
の
集
中
コ
ー
ス
秋
の
部
に
は
、

長
野
県
内
と
関
東
東
海
地
方
か
ら

総
勢
四
名
の
方
々
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
日
程
説
明
や
自
己

紹
介
の
あ
と
、
身
支
度
を
し
て
小

屋
の
前
で
体
操
を
し
た
ら
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
チ
ャ
ッ

プ
ス
を
手
渡
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
山

へ
。
ま
す
み
ヶ
丘
の
一
角
の
林
の

中
に
怪
し
げ
な
丸
太
の
あ
る
場
所

さ
ら
に
実
際
の
伐
倒
作
業
の
準
備

に
と
地
面
に
立
て
た
丸
太
で
受
け

口
伐
り
の
練
習
を
。
任
意
に
伐
倒

方
向
を
決
め
、
立
ち
位
置
を
吟
味

し
て
、
水
平
伐
り
と
斜
め
伐
り
を

幾
度
と
な
く
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
直
径
巻
尺
や
ワ
イ
ゼ

測
高
器
で
の
測
樹
。
プ
ロ
ッ
ト
を

設
定
し
て
、
胸
の
高
さ
で
直
径

を
、
梢
と
根
元
を
探
し
て
樹
高
を

測
り
、
林
齢
は
切
り
株
の
年
輪
を

数
え
る
か
、
所
有
者
に
植
え
た
年

を
聞
い
て
。
収
集
し
た
デ
ー
タ
か

ら
は
、
上
層
樹
高
や
相
対
幹
距

比
、
地
位
指
数
、
林
分
形
状
比
を

割
り
出
し
て
現
状
診
断
。
夕
方
か

ら
は
、
パ
ン
ク
し
そ
う
な
体
と
頭

に
着
く
と
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
構

造
の
説
明
が
始
ま
り
、
エ
ン
ジ
ン

の
始
動
方
法
が
実
演
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
転
が
っ
て
い
る
丸
太
材
の

輪
切
り
で
す
。
下
刃
で
伐
り
下
ろ

し
、
上
刃
で
伐
り
上
げ
る
。
押
し

付
け
ず
、
前
後
さ
せ
ず
。
次
は
伐

倒
方
向
の
決
め
方
。
近
く
に
立
っ

て
い
る
木
で
、
重
心
や
枝
張
り
、

隣
接
木
と
の
関
係
を
吟
味
す
る
。

一本一本、胸の高さで

梢と根元を

輪切りから始める

を
交
流
会
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　
そ
し
て
、
二
日

目
の
午
前
中
は
、

昨
日
に
続
き
診

断
に
使
っ
た
指

数
も
と
に
施
業

方
針
の
策
定
と

作
業
の
計
画
。
ど

ん
な
山
に
し
て

い
き
た
い
か
、
今

か
ら
何
年
後
に

次
回
の
手
入
れ

を
す
る
か
。
十
人

十
色
の
考
え
方

の
な
か
で
、
な
に

は
と
も
あ
れ
人

工
林
な
の
で
資

源
生
産
を
継
続
す
る
た
め
の
Sr
を

設
定
す
る
。
将
来
の
樹
高
を
地
位

指
数
曲
線
図
か
ら
求
め
る
と
、
相

対
幹
距
比
の
計
算
式
を
逆
算
し
て

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
本
数
を
割
り

出
す
。
プ
ロ
ッ
ト
の
広
さ
に
応
じ

て
保
残
木
数
を
決
め
、
今
回
は
伐

る
木
を
選
ぶ
。
周
り
の
木
に
覆
い

被
さ
る
よ
う
に
暴
れ
て
い
る
木
や

幹
が
蛇
行
し
て
い
る
よ
う
な
木
な

ど
を
選
び
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
高
烏
谷
山
麓
の
真
っ

暗
な
ヒ
ノ
キ
林
に
移
動
し
て
の
伐

倒
。
初
日
に
練
習
し
た
受
け
口

に
、「
つ
る
」
と
「
追
い
口
」
を
く

わ
え
て
。
蝶
番
に
な
る
よ
う
に
つ

る
を
残
し
て
伐
り
倒
し
ま
す
。
枝

払
い
は
一
瞬
の
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

で
幹
に
沿
っ
て
滑
ら
か
に
、
造
材

は
伐
り
口
の
開
く
・
閉
じ
る
と
、

丸
太
の
浮
き
沈
み
の
動
き
を
見
な

が
ら
、
回
し
伐
る
。

　
さ
ら
に
三
日
目
は
、
伐
木
造
材

の
つ
づ
き
と
「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」

で
の
簡
単
ウ
ィ
ン
チ
集
材
。
集
め

た
い
場
所
の
近
く
の
木
に
本
体
を

設
置
し
た
ら
、
材
の
あ
る
場
所
を

見
通
し
て
み
る
。
真
っ
直
ぐ
集
め

ら
れ
そ
う
も
な
か
っ
た
ら
、
滑
車

を
使
え
ば
、
集
材
方
向
を
変
え
る

こ
と
が
出
来
る
。
赤
い
キ
ャ
ッ
プ

に
丸
太
を
乗
せ
て
引
っ
張
る
と
、

切
り
株
な
ど
に
突
っ
か
か
り
に
く

い
。
合
図
を
決
め
て
二
人
一
組
の

役
割
分
担
作
業
。･･･

そ
ん
な
三
日

間
は
、
ア
ッ
と
い
う
間
で
し
た
。

　
今
回
、
現
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作

業
で
異
な
っ
た
場
所
と
な
り
ま
し

た
が
、
基
本
的
に
は
、
森
の
状
態

を
調
査
・
把
握
し
、
将
来
を
考
え

て
施
業
の
計
画
を
立
て
、
残
す
木

ま
た
は
伐
る
木
を
決
め
て
間
伐
を
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行
い
、
伐
っ
た
材
は
利
用
す
る
た

め
に
集
め
て
出
す
。
そ
う
い
う
流

れ
の
な
か
で
、
相
対
幹
距
比
や
地

位
指
数
を
始
め
、「
何
か
」
を
一
つ

で
も
持
ち
帰
っ
て
頂
け
た
で
し
ょ

う
か
。
森
林
塾
は
「
何
か
」
を
提

供
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
を
す
る

機
会
に
、
あ
る
い
は
、
近
く
の
山

に
出
か
け
る
と
き
に
は
、
ポ
ケ
ッ

ト
に
地
位
指
数
曲
線
図
と
計
算

機
。
歩
測
で
簡
易
に
10
ｍ
四
方
で

も
プ
ロ
ッ
ト
を
作
り
、
そ
の
中
に

立
つ
木
の
本
数
を
数
え
る
。
梢
の

見
え
る
背
の
高
い
木
を
探
し
て
樹

高
を
推
し
量
り
、
林
齢
を
仮
定
し

て
み
た
ら
、
地
位
指
数
曲
線
図
で

つるの幅と高さは？

赤いキャップに木を載せて

どんな山にしていくか

将
来
の
樹
高
を
予
測
。
相
対
幹
距

比
の
計
算
式
で
逆
算
し
て
保
残
木

数
を
。
そ
し
て
、
自
分
な
ら
こ
の

木
を
残
し
て
み
よ
う
と
考
え
、
こ

こ
の
あ
た
り
に
軽
ト
ラ
で
も
入
れ

る
道
が
あ
れ
ば
間
伐
を
し
た
丸
太

を
集
め
る
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
、

な
ど
と
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
み

る･･･

。

　
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
疑
問

質
問
な
ど
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

何
ら
か
の
形
で
お
付
き
合
い
を
さ

せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
三
日

間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

早
川
講
師
の
挨
拶
と
事
務
局

か
ら
の
日
程
説
明
。
塾
生
の

方
々
の
自
己
紹
介
や
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
現
場
へ
向
か
う
た
め
、
身
支
度

を
し
て
、
小
屋
前
で
準
備
体

操
。

99999
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
小
屋
近
く
の
ま
す
み
ヶ
丘
の
一

角
で
、早
川
講
師
か
ら
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
構
造
や
始
動
方
法
、

取
扱
時
の
注
意
事
項
の
説
明

を
受
け
る
。
そ
の
後
、
各
人
で

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
始
動
、丸
太

伐
り
を
行
う
。
下
刃
（
腹
刃
）

で
伐
り
下
げ
、
上
刃
（
背
刃
）

で
伐
り
上
げ
と
、輪
切
り
を
し

な
が
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
慣

れ
て
い
く
。

1111111111
時時時時時
2525252525
分分分分分

　　　　　
木
の
重
心
や
枝
張
り
、
隣
接
木

の
状
態
な
ど
伐
倒
方
向
の
選

定
は
ど
う
す
る
の
か
を
近
く

の
ヒ
ノ
キ
や
サ

ワ
ラ
で
考
え
て

み
る
。そ
し
て
、

倒
す
方
向
が
決

ま
っ
た
ら
、
伐

倒
作
業
と
い
う

こ
と
で
、
早
川

講
師
に
ま
ず
は

受
け
口
伐
り
を

実
演
し
て
も
ら

う
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て

昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
受
け
口
伐
り
練

習
。
地
面
に
立

て
た
丸
太
を
使
っ
て
、
ポ
ー
ル

を
任
意
の
伐
倒
方
向
に
立
て
、

受
け
口
伐
り
位
置
に
立
つ
。
水

平
に
直
径
の
三
分
の
一
伐
っ

た
ら
、
斜
め
を
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
バ
ー
の
カ
ー
ブ
の
部
分

を
持
つ
と
45
度
に
な
り
ま
す
。

こ
の
水
平
伐
り
と
斜
め
伐
り

は
一
連
の
作
業
で
。
伐
っ
た
口

の
前
に
立
っ
て
み
て
方
向
の

確
認
。

1414141414
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
、
森
林
調
査
に
つ

い
て
の
早
川
講
師
の
講
義
。
そ

の
目
的
や
直
径
・
樹
高
の
測
り

方
、
道
具
の
使
い
方
。

1414141414
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
小
屋
か
ら
程
近
い
の
ヒ
ノ
キ
林

へ
移
動
し
て
測
樹
開
始
。
20
ｍ

×
20
ｍ
の
プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
。

プ
ロ
ッ
ト
内
の
全
て
の
木
の

太
さ
を
、
胸
の
高
さ
で
直
径
巻

尺
や
輪
尺
で
測
る
。樹
高
は
選

抜
し
た
数
本
に
つ
い
て
ワ
イ

ゼ
測
高
器
で
測
定
。ポ
ー
ル
を

使
っ
て
目
測
も
し
て
み
ま
し

た
。
林
齢
は
、
39
年
。

1515151515
時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
休
憩
を
と
っ
た

後
、
デ
ー
タ
整
理
。
現
状
の
地

位
指
数
と
相
対
幹
距
比
、林
分

形
状
比
を
求
め
る
。地
位
指
数

は
樹
種
と
林
齢
と
上
層
樹
高

か
ら
。相
対
幹
距
比
は
プ
ロ
ッ

ト
内
本
数
を
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
に
計
算
し
な
お
し
た
数

と
上
層
樹
高
か
ら
。林
分
形
状

比
は
平
均
直
径
と
平
均
樹
高

か
ら
。
調
査
結
果
は
、
上
層
樹

高
17
．
7
ｍ
、ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
本
数
1
1
0
0
本
と
な

り
、
地
位
指
数
は
18
、
相
対
幹

距
比
は
17
％
、林
分
形
状
比
は

71
。
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1717171717
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
講
師
講
評
後
、
終
了
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
交
流
会
開
始
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
ビ
ー
ル
・
日
本
酒
。
小
屋
の

中
で
は
、薪
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん

で
。

1111111111
月月月月月
77777
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

88888
時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、早
川
講
師

に
よ
る
指
標
の
説
明
や
施
業

方
針
の
策
定
、木
材
利
用
の
多

様
性
や
山
の
仕
立
て
の
い
ろ

い
ろ
に
つ
い
て
の
講
義
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
各
人
で
施
業
方
針
を
考
え
る
。

目
的
と
次
回
の
手
入
れ
を
何

年
後
に
す
る
か
、そ
の
時
の
Sr

を
い
く
つ
に
設
定
す
る
か
。地

位
指
数
曲
線
図
か
ら
上
層
樹

高
を
予
測
し
て
、相
対
幹
距
比

の
計
算
式
を
逆
算
す
る
。そ
れ

ぞ
れ
の
仕
立
て
案
が
出
ま
し

た
が
、
班
と
し
て
は
、
今
回
・

50
年
生
時
・
60
年
生
時
に
間
伐

を
し
て
、80
年
生
時
に
主
伐
す

る
こ
と
に
。そ
こ
で
今
回
の
施

業
は
約
10
年
後
の
50
年
生
時

の
Sr
を
20
と
し
、プ
ロ
ッ
ト
内

で
は
34
本
を
残
す
こ
と
に
。

1010101010
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
早
川
講
師
か
ら
の
講
評
を
受
け

た
後
、
調
査
地
へ
。
当
初
は
保

残
木
を
選
ぶ
予
定
で
し
た
が
、

保
残
木
数
が
多
く
、悩
ま
し
い

の
で
、
伐
る
木
を
選
ぶ
こ
と

に
。他
の
木
の
生
長
を
極
端
に

阻
害
し
て
い
る
暴
れ
木
や
幹

が
曲
が
っ
た
り
蛇
行
し
た
り

し
て
い
る
形
質
の
悪
い
も
の
、

被
圧
さ
れ
て
下
層
に
あ
る
も

の
、
な
ど
10
本
を
選
定
。

1111111111
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
、
昼
食
。

1212121212
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
高
烏
谷
山
麓
の
ヒ
ノ
キ
林
へ
移

動
。

1313131313
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
現
場
着
後
、
早
川
講
師
に
よ
る

伐
倒
方
法
の
説
明
と
実
演
。保

残
木
は
す
で
に
山
主
さ
ん
達

に
よ
っ
て
選
定
し
て
あ
り
、今

回
の
間
伐
率
は
50
％
。

1313131313
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
伐
木
造
材
開
始
。
退
避
路
を
確

保
し
、使
い
方
練
習
で
や
っ
た

受
け
口
に
、「
つ
る
」
と
「
追
い

口
」の
作
業
を
加
え
て
伐
倒
と

な
り
ま
す
。非
常
に
混
み
あ
っ

た
林
で
、隣
接
木
と
枝
が
入
り

乱
れ
て
い
る
。ロ
ー
プ
を
セ
ッ

ト
し
て
、か
か
り
木
に
な
っ
て

も
、
つ
る
を
伐
り
離
し
て
倒

す
。
枝
払
い
は
、
上
刃
を
活
用

し
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
向
き
を

左
手
で
変
え
な
が
ら
、一
瞬
の

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
幹
に

沿
っ
て
。
造
材
は
、
伐
り
口
と

材
の
動
き
を
見
な
が
ら
、地
面

に
刃
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
。

こ
う
し
て
間
伐
さ
れ
た
部
分

に
は
光
が
差
し
込
む
よ
う
に

な
り
、
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

1616161616
時時時時時

　　　　　
伐
倒
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
早
川
講
師
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
実
演
。
エ
ア
ク

リ
ー
ナ
ー
の
掃
除
の
時
は
、

チ
ョ
ー
ク
状
態
で
。カ
バ
ー
を

は
ず
し
て
、
バ
ー
と
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
分
離
。掃
除
を
し

て
組
み
立
て
た
ら
目
立
て
で

す
。森
林
塾
で
使
っ
て
い
る
ス

チ
ー
ル
の
Ｍ
Ｓ
２
０
０
の
場

合
は
、
4
ミ
リ
の
丸
ヤ
ス
リ

で
。
30
度
・
ま
っ
す
ぐ
・
水
平
・

一
方
通
行
。
そ
し
て
、
ど
の
刃

も
同
じ
回
数
づ
つ
研
ぎ
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ー
カ
ー
や

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
形
状
に

よ
っ
て
ヤ
ス
リ
の
大
き
さ
や

研
ぎ
方
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

取
り
扱
説
明
書
は
一
読
し
ま

し
ょ
う
。

1717171717
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
講
師
講
評
の
後
、
終
了
、
解
散
。

1111111111
月月月月月
88888
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
へ
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、早
川
講
師
の

「
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
」
説
明
。

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
防
寒
着
な
ど
を
用
意
し
て
昨
日

の
午
後
と
同
じ
高
烏
谷
山
麓

の
現
場
へ
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
機
材
を
準
備
し
て
伐
木
造
材
開

始
。確
実
な
退
避
路
・
受
け
口
・

つ
る
・
追
い
口
。
丁
寧
な
枝
払

い
・
玉
切
り
。安
定
し
た
姿
勢
・

足
幅
・
腰
の
位
置
・
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
保
持
。無
理
の
な
い
作

業
ペ
ー
ス
・
動
き
。
そ
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
み
る
。
ま
た
、

矢
や
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
伐
倒

に
も
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
現
場
近
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
集
材
。
こ
の
機

械
は
、
本
体
重
量
が
25
Kg
、
直

引
力
は
3
4
5
Kg
、と
い
う
可

搬
式
？
ウ
ィ
ン
チ
。
燃
料
は

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
共
通
の
混

合
油
。
合
図
を
打
合
せ
、
二
人

一
組
で
運
転
係
り
と
荷
作
り

係
り
に
。集
め
た
い
位
置
に
あ

る
木
に
本
体
を
設
置
し
、そ
こ

か
ら
材
の
あ
る
場
所
を
見
通

す
。真
っ
直
ぐ
引
き
寄
せ
ら
れ

そ
う
も
な
い
の
で
、一
箇
所
滑

車
を
設
置
。滑
車
と
組
み
あ
わ

せ
れ
ば
、間
伐
林
地
で
も
保
残

木
の
間
を
縫
っ
て
集
材
が
で

き
ま
す
。赤
い
木
寄
せ
キ
ャ
ッ

プ
に
玉
切
り
材
を
入
れ
て
集

め
る
と
切
り
株
な
ど
を
避
け

て
く
れ
ま
す
。

1414141414
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1515151515
時時時時時

　
講
師
総
括
の
後
、
終
了
、
解
散
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
牛
尾
さ
ん
、
川
村
さ

ん
、
鈴
木
さ
ん
、
三
沢
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
十
二

第
十
二

第
十
二

第
十
二

第
十
二
・・・・・
十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

     

1212121212
月月月月月
1212121212
・・・・・
1313131313
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き
・・・・・
き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
春
か
ら
始
ま
っ
た
通
年
コ
ー
ス

も
、
い
よ
い
よ
今
回
が
最
終
回
と

な
り
ま
す
。

　
そ
の
一
日
目
は
、「
移
動
式
炭

化
炉
」
と
い
う
も
の
を
使
っ
て
、

ア
カ
マ
ツ
の
炭
焼
き
を
し
て
み
ま

す
。
材
の
仕
込
み
・
火
入
れ
の
後

は
、
き
の
こ
の
菌
打
ち
。
ナ
ラ
の

原
木
に
シ
イ
タ
ケ
を
植
菌
し
て
み

ま
す
。
ま
た
、
夕
方
か
ら
は
少
し

早
い
忘
年
会
。
可
能
な
方
は
、
小

屋
宿
泊
で
火
の
番
の
お
付
き
合
い

を
。
な
お
、
ほ
だ
木
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
出
来
ま
す
（
一
本
の
長
さ

が
１
ｍ
程
度
）
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
大
き
め
の
袋
な
ど
を
ご
持
参

下
さ
い
。

　
そ
し
て
二
日
目
は
、
朝
に
炭
出

し
。
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
が
必
要
で

す
。
軍
手
も
真
っ
黒
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
予
備
を
準
備
し

て
下
さ
い
。
炭
も
お
持
ち
帰
り
頂

け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
米

袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
は
復
習
で
す
。
保
科
先
生
の

山
林
見
学
と
伐
倒
＆
キ
ャ
タ
ト
ラ

集
材
を
行
い
ま
す
。
　

 

こ
の
時
期
、
積
雪
や
凍
結
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
状

況
等
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

お
詫
び

お
詫
び

お
詫
び

お
詫
び

お
詫
び

　
前
回
通
信
の
「
次
回
以
降
の
予

定
」
で
炭
焼
き
・
き
の
こ
菌
打
ち
、

復
習
の
日
程
に
誤
記
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

　
前
回
の
も
の
は
、
開
催
日
が
12

月
7
・
8
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
1212121212
月月月月月
1212121212
日日日日日
・・・・・
1313131313
日日日日日

開
催
開
催
開
催
開
催
開
催
で
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

　
　
　
大
葉
あ
さ
が
ら

　
　
　
大
葉
あ
さ
が
ら

　
　
　
大
葉
あ
さ
が
ら

　
　
　
大
葉
あ
さ
が
ら

　
　
　
大
葉
あ
さ
が
ら

　　
私
が
こ
の
木
を
見
た
の
は
、
四

年
程
前
の
六
月
で
、
友
人
た
ち
と

勉
強
会
と
称
し
、
樹
木
分
類
に
出

か
け
た
時
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
花

の
時
期
で
、
遠
目
か
ら
で
も
白
い

房
状
に
付
い
て
、
垂
れ
下
が
っ
て

咲
く
花
は
良
く
目
立
ち
ま
す
。

　
こ
の
木
は
小
高
木
で
、
八
ｍ
〜

十
ｍ
ほ
ど
に
な
る
の
で
す
が
、
こ

の
時
は
、
手
の
届
く
所
に
花
が
付

い
て
い
て
、
良
く
観
察
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
枝
分
か
れ
し
て

沢
山
の
花
を
付
け
て
い
ま
す
。
花

び
ら
か
ら
雄
し
べ
が
長
く
出
て
い

て
、
一
つ
一
つ
が
可
愛
ら
し
い
で

す
。
こ
の
他
に
、
あ
さ
が
ら
と
言

う
木
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
木

よ
り
も
葉
が
大
き
い
の
で
、
大
葉

あ
さ
が
ら
の
名
が
付
い
た
そ
う
で

す
。
花
の
形
も
付
き
方
も
良
く
似

て
い
ま
す
が
、
花
の
数
は
大
葉
あ

さ
が
ら
の
方
が
沢
山
付
い
て
い

て
、
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
大
葉

あ
さ
が
ら
の
葉
の
大
き
さ
は
、
長

さ
は
十
〜
二
十
㎝
・
幅
は
五
〜
八

㎝
で
、
大
人
の
手
の
ひ
ら
く
ら
い

の
お
お
き
さ
で
、
葉
の
質
は
薄
い

で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
あ
た
り
を
い
ろ

い
ろ
見
回
す
と
、
自
然
か
ら
の
恵

み
に
も
出
会
え
ま
す
。
こ
の
日
は

道
ば
た
に
、
も
み
じ
い
ち
ご
の
実

が
鈴
な
り
で
、
そ
の
実
を
食
べ
な

が
ら
の
楽
し
い
勉
強
会
？
で
し

た
。ま
め
に
山
に
入
る
と
、あ
、こ

の
木
に
蕾
が
付
い
て
、
か
な
り
ふ

く
ら
ん
で
い
る
か
ら
、
二
週
間
後

に
は
花
が
み
れ
る
な
、
と
か
、
こ

の
木
の
果
実
が
色
づ
い
て
き
た

な
、
と
か
、
山
菜
の
時
期
な
ら
に

わ
と
こ
や
、
う
こ
ぎ
が
そ
ろ
そ
ろ

芽
吹
い
て
き
た
と
か
が
わ
か
り
、

次
回
の
楽
し
み
に
な
っ
た
り
し

て
、
ま
た
山
へ
と
気
持
ち
が
向
い

て
い
き
、
そ
わ
そ
わ
と
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
伊
那
で
は
雪
が
舞
う
日
も
あ
る

今
日
こ
の
頃
。
皆
様
、
体
調
を
崩

さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
に
入
塾
さ
せ
て

い
た
だ
き
早
い
も
の
で
も
う
半
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
中
心
と
な
ら

れ
て
い
る
早
川
さ
ん
を
は
じ
め
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
、
そ
し

て
先
生
方
も
と
て
も
気
さ
く
に
、

そ
れ
で
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

し
っ
か
り
わ
か
り
や
す
く
ご
指
導

い
た
だ
き
、
気
持
ち
の
よ
い
森
の

中
で
、
楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
毎
月
、
塾
の
日
が

楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
ま
れ
は
隣
の
岐
阜
県
で
、
仕

事
柄
、
各
地
を
転
々
と
し
な
が

ら
、
縁
が
あ
っ
て
三
年
前
に
こ
の

伊
那
谷
、
駒
ヶ
根
市
に
引
っ
越
し

て
来
ま
し
た
。
両
親
が
共
働
き
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
族
で
、
農
業
も

林
業
も
ほ
と
ん
ど
縁
の
な
い
生
活

で
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
来
て
か

ら
、
田
圃
、
畑
も
お
借
り
す
る
縁

も
い
た
だ
き
、
ま
た
出
会
っ
た
人

た
ち
と
の
輪
が
広
が
り
、
味
噌
造

り
、
醤
油
造
り
な
ど
、
地
に
足
を

つ
け
、
自
分
の
生
活
を
自
分
自
身

で
作
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら

し
さ
を
実
感
す
る
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
中
央
、
南
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま

れ
、
そ
ん
な
生
活
を
送
る
中
、
今

ま
で
森
に
と
て
も
興
味
を
抱
き
つ

つ
も
、
何
を
し
て
き
た
わ
け
で
も

な
く
、
何
も
知
ら
な
い
状
況
で
し

た
が
、
漠
然
と
し
て
い
た
森
と
自

分
の
生
活
が
や
は
り
つ
な
が
っ
て

い
る
ん
だ
、
も
っ
と
森
の
こ
と
、

木
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

の
が
入
塾
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
普
段
、
意
識
せ
ず
何
気
な
く

吸
っ
て
い
る
空
気
を
作
り
、
豊
富

な
水
を
蓄
え
、
家
や
机
等
の
材
と

し
て
、
ま
た
薪
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

も
な
っ
て
く
れ
る
木
々
が
育
ち
、

木
の
実
、
キ
ノ
コ
な
ど
食
せ
る
も

の
を
育
て
る
な
ど
、
人
を
含
む
動

物
が
生
き
る
上
で
か
か
せ
な
い
も

の
を
用
意
し
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
大
き
な
災
害
か
ら
も
守
っ
て

く
れ
て
い
る
森
。
森
へ
入
る
と
少

し
ひ
ん
や
り
し
た
空
気
と
安
心
で

き
る
ぬ
く
も
り
を
感
じ
、
何
か
癒

さ
れ
る
と
と
も
に
、
広
大
な
森
、

大
き
な
木
々
を
近
く
で
感
じ
、
豊

か
な
営
み
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

る
の
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
森
と
共
に
歩
ん
で
き
た

営
み
、
そ
の
営
み
が
大
き
く
壊
れ

か
け
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
森
林
塾

の
中
で
教
え
て
い
た
だ
き
、
未
熟

な
が
ら
今
、
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。

　
現
在
ま
で
、
林
業
、
農
業
を
は

じ
め
、
そ
の
他
に
も
人
が
生
き
る

た
め
に
営
ま
れ
て
き
た
い
ろ
い
ろ

な
生
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

技
術
力
を
伸
ば
し
、
成
長
し
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
生
活
が
と
て
も
豊

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
反

面
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
新
た
な
問
題
、
大
き
な

弊
害
も
招
き
、
現
在
も
日
本
だ
け

で
な
く
、
海
外
で
、
地
球
上
の
た

く
さ
ん
の
場
所
で
弊
害
を
招
い
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
先
人
か
ら
い
た
だ
い

た
豊
か
な
恩
恵
に
感
謝

し
つ
つ
、
大
き
く
ゆ
ら

ぐ
地
球
環
境
の
課
題
解

決
が
必
要
な
時
代
。
今
、

全
て
の
循
環
、
つ
な
が

り
を
再
認
識
し
、
本
来

の
自
然
の
営
み
の
ス

ピ
ー
ド
に
あ
わ
せ
、
将

来
を
見
据
え
た
総
合
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ

に
向
け
て
社
会
が
、
世
界
が
動
い

て
い
け
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

　
で
も
、
全
て
が
つ
な
が
っ
て
い

て
、
我
々
の
日
々
の
選
択
が
今
の

時
代
を
、
社
会
を
、
環
境
を
作
っ

て
い
る
。
そ
の
選
択
を
少
し
考
え

れ
ば
全
て
が
変
わ
る
。
実
は
そ
ん

な
シ
ン
プ
ル
な
よ
う
な
こ
と
に
も

思
え
ま
す
。
一
気
に
全
て
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
何
よ
り
一
人
一
人
が
気
づ

き
、
気
づ
い
た
人
が
明
る
い
希
望

を
持
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
、
そ
ん
な
こ
と
を
森
林
塾
の
皆

さ
ん
と
の
楽
し
い
素
晴
ら
し
い
時

間
の
中
で
、
学
び
の
中
で
感
じ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
林
業
の
分
野
で

も
、
今
、
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
、
今
ま
で
育
ま
れ
て
き
た
技

術
、
そ
の
土
地
で
培
わ
れ
て
き
た

里
山
で
森
と
共
に
生
き
て
い
く
智

恵
、知
識
を
継
承
し
、実
践
し
、未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
微
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
無
力

で
な
い
自
分
を
信
じ
、
豊
か
な
森

と
の
営
み
の
回
復
、
よ
り
素
晴
ら

し
い
社
会
に
向
け
て
、
時
代
に
よ

る
環
境
の
変
化
に
も
応
じ
る
こ
と

が
で
き
る
本
来
の
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
、
そ
の
一
端
が
担
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
、
真
剣

に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　　　「森とのつながり」
　　　　　　山崎　真嗣　　　　　　山崎　真嗣　　　　　　山崎　真嗣　　　　　　山崎　真嗣　　　　　　山崎　真嗣
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